
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相模原おもしろスポットご紹介！ 

真ん中の石に注目。猿の顔に見えません

か。周りで戯れる子供たちの傍らで静か

に目を閉じて瞑想しているような猿顔

石。噂には聞いていましたがこんなに雰

囲気があるとは思いませんでした。場所

は、緑区の青根キャンプ場の河原。涼み

がてらに寄ってみて下さいネ。平井 

８月の税務会計、労務 

 

・６月決算法人の法人税、消費税等の確定申告 

・個人事業税の第１期分の納付 

・個人住民税の第２期分の納付 

 

【「モノ」ではなく「価値」を売る書店】 

「１万円選書」とは北海道砂川市の「いわた書店」が展開する「１万円の予算で店主

が厳選した本を販売する」サービスです。注文には読書履歴や過去の体験、人生観な

どを問うカルテの記入が必須で、店主の岩田さんはカルテをもとにそれぞれに合った

本を厳選します。本のプロフェッショナルが丁寧に選んだ良書と出会えるだけでなく、

個人の人生に寄り添う選書のプロセスが評判です。依頼者の人生と向き合う究極のワ

ントゥワンマーケティングが成功の秘訣でしょう。 

【
「
印
紙
税
」
で
紙
の
通
帳
が
な
く
な
る
？
】 

 

印
紙
税
は
経
済
取
引
に
際
し
て
作
成
さ
れ
る
文
書
に
課
さ
れ
る

税
で
す
。
課
税
さ
れ
る
も
の
に
は
色
々
あ
り
ま
す
。
所
得
税
や
法

人
税
の
よ
う
に
生
み
出
さ
れ
る
所
得
に
課
税
さ
れ
る
も
の
、
贈
与

税
や
相
続
税
の
よ
う
に
財
産
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
も
の
、
消
費

税
や
酒
税
の
よ
う
に
消
費
な
ど
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
も
の
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
八
年
度
の
国
の
税
収
は
約
５
５
兆
円

で
し
た
。
そ
の
う
ち
印
紙
収
入
は
約
１
兆
円
で
１
．
８
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
印
紙
税
は
私
た
ち
が
持
っ
て
い
る
通
帳
に
お
い
て
も

課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。
金
融
業
界
は
近
年
の
低
金
利
に
よ
っ
て
収

益
が
悪
化
し
て
い
る
た
め
、
一
層
の
経
費
削
減
を
目
指
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
年
間
約
７
０
０
億
円
か
か
る
印
紙
税

を
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
削
減
す
る
と
い
う
動

き
が
あ
る
よ
う
で
す
。
銀
行
な
ど
に
と
っ
て
、
Ｉ
Ｔ
と
金
融
サ
ー

ビ
ス
を
融
合
し
た
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
発
展
に
よ
り
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
な
ど
が
す
す
む
こ
と
は
、
印
紙
税
や
発
行
コ
ス
ト
な
ど
の
削

減
と
事
務
作
業
の
軽
減
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

一
方
、
利
用
者
は
通
帳
を
持
ち
歩
く 

必
要
が
な
く
な
っ
た
り
、
ス
マ
ホ
な 

ど
か
ら
入
出
金
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ 

ム
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い 

っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
将
来
は
紙
の
通
帳
の
発
行 

を
希
望
す
る
と
手
数
料
が
発
生
す
る 

こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
、
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
発

展
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
変
化
し
、
そ
れ
に
伴
い
税
制
も
変

化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
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【フーテンの寅さんから商売を学べ】 

 

「わたくし、生まれも育ちも東京葛飾柴又です。帝釈天で産湯を

使い、姓は車、名は寅次郎。人呼んでフーテンの寅と発します」。 

テンポの良いおなじみの名セリフを懐か 

しく思い出す方も多いでしょう。22 年前 

に渥美清さんが亡くなったとき、フラン 

スのル・モンド誌は「下町の英雄、寅さ 

ん逝く」と題した渥美清さんの評伝を掲 

載しました。鞄ひとつで日本全国を気ま

まに旅する寅さんは、日本人が憧れる「小さな自由」を映画の中

で具現していると述べ、寅さんを演じた渥美さんを「劇中の人物

になりきったまれな役者」と高く評価しました。寅さんのあの自

由さはどこからやって来るのか。「フーテン」とは仕事も学業もし

ないでブラブラしている人のことですが、寅さんは、実はたいし

た商売人だったのではないでしょうか。『男はつらいよ 拝啓車寅

次郎様』にこんなシーンがありました。靴の会社で営業をしてい

るおいっ子の満男が、仕事がつまらないと愚痴をこぼします。そ

れを聞いた寅さんは、そのへんにあった鉛筆を満男に渡して「オ

レに売ってみな」と言うのです。満男はしぶしぶと「この鉛筆を

買ってください」と寅さんにセールスをします。「消しゴム付きで

すよ」と特長をアピールしますが「僕は字を書かないから鉛筆な

んて必要ありません」とすげなく断られてしまいます。満男が「こ

んな鉛筆は売りようがない」とさじを投げると、寅さんは満男か

ら鉛筆を取り上げて「この鉛筆を見るとな、おふくろのことを思

い出してしょうがねぇんだ」と、鉛筆にまつわる話をしみじみと

語り始めました。もちろん即興の作り話ですが、これが実にうま

いのです。細い目をもっと細めて、本当に懐かしそうに鉛筆を見

ながら情感たっぷりにあの名調子で語ると、その場にいた家族全

員が寅さんの話に心を奪われ、みんなその鉛筆が欲しくなってし

まうのでした。鉛筆を「モノ」として売ろうとした満男と、鉛筆

の「価値」を伝えた寅さん。つまり寅さんは、物を売るとはどう

いうことかを満男に実演して見せたのです。「どんな価値を付ける

のか」今一度、自身の商売を見つめ直してみたいですね。 

日
本
の
登
山
家
で
あ
る

栗
城
史
多
（
の
ぶ
か
ず
）

の
言
葉
。
目
の
前
に
立

ち
は
だ
か
る
大
き
な

壁
。
そ
れ
は
限
界
を
決

め
て
い
る
自
分
自
身
と

い
う
壁
か
も
し
れ
な

い
。
さ
ぁ
、
乗
り
越
え

よ
う
！ 

【10 年後の仕事図鑑】 
------------------------------- 
「人間の仕事の半分を機械に奪わ
れる」という英国の大学教授の論文
が話題になりました。本書ではＡＩ
にも他人にも簡単 
に代替されない、 
希少価値が高く複 
雑な仕事を行う戦 
略について熱く語 
られています。 
未来が期待にあふ 
れる一冊です。 

今月のリレーエッセイ：森谷鞠子 

酷暑お見舞申し上げます。今年の夏は猛暑で、すでに夏バテ気味です。 

寝苦しい夜が続いて居りますが、皆様睡眠はとれているでしょうか？私は

毎晩冷たくした保冷枕と静かな音楽でなんとかやりすごしています。どう

か皆様お身体をご自愛ください。 


